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31

30

31
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28

31

365

発生土固形物量

t-ds/日�

844

803

859

1,409

2,078

2,431

2,377

1,407

913

867

624

661

15,272

汚泥池からの汚泥濃度

※1ｯ

％

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

受泥量（汚泥調整池への受入）

m

3

/日�

受泥量（濃縮槽への受入）

m

3

/日�

汚泥調整池汚泥引抜濃度

％

濃縮槽汚泥引抜濃度

％

月間発生固形物量

t-ds/月�

脱水

脱水機運転日数

日/月�

脱水機運転時間

h/日

脱水機運転台数

台/日�

運転脱水機総ろ過面積

m

2

脱水機打込汚泥濃度

％

脱水機打込汚泥量

m

3

/日�

脱水機打込温度

℃

ろ過速度

kg-ds/m

2

･h

脱水ケーキ含水率

％

加温脱水必要熱量

MJ/日�

加温脱水向けボイラ燃料使用量

m

3

 or Ｌ/日ﾌ

脱水ケーキ発生量（wetベース）�

t-wet/日

脱水ケーキ発生量（dryベース）�

t-ds/日�

月間脱水処理固形物量

t-ds/月�

乾燥

乾燥機運転日数

日/月�

（提案）

乾燥機運転時間

h/日

乾燥機運転台数

台/日�

運転乾燥機総伝熱面積

m

2

乾燥機処理ケーキ量（wetベース）�

t-wet/日

乾燥機処理ケーキ量（dryベース）�

t-ds/日�

蒸発速度

kg-H

2

O/m

2

･h

乾燥ケーキ含水率

％

蒸発水分量

t-H

2

O/日

乾燥機必要熱量

MJ/日�

乾燥向けボイラ燃料使用量

m

3

 or Ｌ/日ﾊ

乾燥ケーキ発生量（wetベース）�

t-wet/日

乾燥ケーキ発生量（dryベース）�

t-ds/日�

月間乾燥処理固形物量

t-ds/月�

常用発電

発電機運転日数

日/月�

（提案）

発電機運転時間

h/日

発電機運転台数

台/日�

運転発電機総発電容量

KVA

発電電力量

kWh/日

発電機燃料使用量

m

3

 or Ｌ/日ﾊ

発生蒸気熱量

MJ/日�

発生温水熱量

MJ/日�

※1　汚泥池からの汚泥濃度は1.00％と設定して本シミュレーションを行うこととする。�

※2　エネルギー換算係数は様式�\-3を参照のこと。�



【入札説明書　様式集　参考資料】

技術提案書　

施設の整備、維持管理・運営に関する技術提案付属資料一式（技術提案に関する全体概要書表表紙）

第Ⅰ章　全体概要書

（様式Ⅰ‐1）　全体概要書

（様式Ⅰ‐2）　排水処理フロー図

（様式Ⅰ‐3）　非常用（常用）電源施設フロー図

（様式Ⅰ‐4）　発生土有効利用施設フロー図

（様式Ⅰ‐5）　全体工事工程表

第Ⅱ章　排水処理施設等計画編

Ⅱ‐Ⅰ　機械設備計画編（技術提案書中表紙）

（様式Ⅱ‐Ⅰ‐1）　機械設備計画（受泥から濃縮工程）

（様式Ⅱ‐Ⅰ‐2）　機械設備計画（濃縮汚泥引抜きから脱水工程）

（様式Ⅱ‐Ⅰ‐3）　機械設備計画（発生土有効利用工程））

（様式Ⅱ‐Ⅰ‐4）　機械設備計画（返送水返送工程）

（様式Ⅱ‐Ⅰ‐5）　機械設備計画（様式Ⅱ－1～4以外の必要と考える工程）

Ⅱ‐Ⅱ　電気計装設備計画編（技術提案書中表紙）

（様式Ⅱ‐Ⅱ‐1）　受変電設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅱ‐2）　動力設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅱ-3）　計装設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅱ‐4）　監視制御設備計画

Ⅱ‐Ⅲ　非常用（常用）電源設備計画編（技術提案書中表紙）

（様式Ⅱ‐Ⅲ‐1）　発電・送電設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅲ‐2）　計装設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅲ‐3）　監視制御設備計画

（様式Ⅱ‐Ⅲ‐4）　燃料貯留計画

（様式Ⅱ‐Ⅲ‐5）　常用電源設備計画（提案による）

第Ⅲ章　土木施設計画編

（様式Ⅲ-1）　構造・耐震計画

（様式Ⅲ-2）　施設配置計画（平面・断面配置計画）

（様式Ⅲ-3）　共同溝・配管計画

（様式Ⅲ-4）　外構計画

（様式Ⅲ-5）　既存施設と新設施設の連絡・改造計画

第Ⅳ章　建築施設計画編

（様式Ⅳ-1）　建築施設概要

（様式Ⅳ-2）　設計主旨及び必要諸室

（様式Ⅳ-3）　構造・耐震計画

（様式Ⅳ-4）　施設計画

（様式Ⅳ-5）　ゾｰニング･動線計画

（様式Ⅳ-6）　機器搬出入計画

（様式Ⅳ-7）　主要設備機器の次期更新計画

（様式Ⅳ-8）　仕上計画

（様式Ⅳ-9）　建築付帯機械設備計画

（様式Ⅳ-10）　建築付帯電気設備計画

第Ⅴ章　設備容量計算編

（様式Ⅴ-1）　受泥から濃縮工程

（様式Ⅴ-2）　濃縮汚泥引抜きから脱水工程
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（様式Ⅴ-3）　発生土有効利用工程

（様式Ⅴ-4）　返送水返送工程

（様式Ⅴ-5）　既存施設改良箇所

[image: image3.wmf]（様式Ⅴ-6）　その他必要と考える工程

（様式Ⅴ-7）　非常用（常用）電源施設

第Ⅵ章　運営計画編

（様式Ⅵ-1）　運転管理体制（排水処理施設）

（様式Ⅵ-2）　運転管理体制（非常用（常用）電源施設）

（様式Ⅵ-3）　汚泥量管理計画（汚泥量の確認方法）

（様式Ⅵ-4）　月別運転計画（排水処理施設）

（様式Ⅵ-5）　水収支計画

（様式Ⅵ-6）　返送水水質管理計画

（様式Ⅵ-7）　非常用（常用）電源施設運転計画

（様式Ⅵ-8）　異常高濁度時対応に対する考え方（排水処理施設）

（様式Ⅵ-9）　非常時（故障、災害及び事故）対応に対する考え方（排水処理施設）

（様式Ⅵ-10）　非常時（故障、災害及び事故）対応に対する考え方（非常用（常用）電源施設）

（様式Ⅵ-11）　試運転計画

（様式Ⅵ-12）　運転員等の研修計画

第Ⅶ章　維持管理計画編

（様式Ⅶ-Ⅰ-1）　建築物及びコンクリート構造物保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-2）　外構全般保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-3）　濃縮設備（汚泥調整池含む）保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-4）　脱水設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-5）　返送水設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-6）　発生土有効利用設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-7）　連絡配管設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-8）　電気計装設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-9）　非常用（常用）電源設備保守・点検計画

（様式Ⅶ-Ⅰ-10）　その他必要と考える設備の保守・点検計画

（様式Ⅶ‐Ⅱ）　修繕全体計画（建物・設備・外構）

（様式Ⅶ‐Ⅲ）　清掃計画

（様式Ⅶ‐Ⅳ）　保安・警備計画

第Ⅷ章　発生土有効利用計画編

（様式Ⅷ－1）　発生土有効利用計画と有効利用受入先概要

（様式Ⅷ－2）　受入表明書及び発生土有効利用説明書

（様式Ⅷ－3）　発生土搬出計画

第Ⅸ章　その他計画編

（様式Ⅸ-1）周辺環境への配慮事項

（様式Ⅸ-2）緑化計画

（様式Ⅸ-3）エネルギー使用量計画

（様式Ⅸ-4）二酸化炭素排出計画

（様式Ⅸ-5）窒素酸化物排出計画

（様式Ⅸ-6）関係法令及び有資格者配置計画

（様式Ⅸ-7）業務の引継ぎに対する考え方

第Ⅹ章　施工計画編

（様式Ⅹ-1）体制・工程計画

（様式Ⅹ-2）施工品質管理計画

（様式Ⅹ-3）安全管理計画

（様式Ⅹ-4）周辺環境への配慮

第ⅩⅠ章　添付資料編

（様式ⅩⅠ-1）添付資料一覧
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技術提案に関する全体概要書様式集記載要領
	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	技術提案付属資料一式
	
	指定様式
A4版
	
	表紙

	第1章全体概要書
	
	指定様式
A4版
	I
	表紙

	全体概要書


	本概要書は事業全体を把握するためのものとなるので､簡潔にまとめ解かり易く記載してください。具体的には、排水処理施設、非常用電源施設（提案により常用電源施設）及び発生土有効施設等の整備計画及び施設の維持管理・運営計画、その他必要な技術提案について、基本的な考え方や内容等を記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅰ-1
	

	排水処理

フロー図
	主要設備名称を用いた排水処理フロー図を作成してください。この中で排水処理フロー図と機械設備計画書を照合するため､Ⅱ‐Ⅰ　機械設備計画で分割した(Ⅱ‐Ⅰ‐1～5)各工程と対比できるように配慮し作成してください。

主要設備名称は様式Ⅴ‐1～6で作成する主要設備リストに合わせ､対応する番号を記入してください。

また、水質等のサンプリングポイント及び測定項目をフロー図内に示してください。

同フローは、下記の非常用電源及び発生土有効利用設備（様式Ⅰ-3及びⅠ-4）の内容を網羅した全体的なものとしてください。（様式Ⅰ-3及びⅠ-4範囲については概略のフロー）
	標準様式
A3版
3ページ以内に記載
	Ⅰ-2
	指定様式には、記載例あり

	非常用（常用）電源施設
フロー図
	非常用（常用）電源設備のフロー図を作成してください。主要設備名称は様式Ⅴ‐7で作成する主要設備リストに合わせ､対応する番号を記入してください。
	標準様式
A3版
1ページ以内に記載
	Ⅰ-3
	指定様式には、記載例あり

	発生土有効利用施設
フロー図
	発生土有効利用施設フロー図を記載してください。

排水処理施設内の脱水ケーキに処理を加え、処理終了に至るまでの各工程を示してください。施設名称等は様式Ⅴ-1～6で用いた表記番号で記載してください。

各工程の脱水ケーキの計測項目と計測方法を記載してください。
	標準様式
A3版
1ページ以内に記載
	Ⅰ-4
	指定様式には、記載例あり

	全体工事工程表
	本件事業を行うに当たって調査･設計から供用開始までの工程について､指定様式に従い各項目ごとにバーチャートにて記載してください。

該当しない項目についてはバーチャートを記入せず､また追加項目が必要な場合は様式を加工してください。

<記載項目>

ア.調査設計　イ.土木・建築工事　ウ.機械設備工事　

エ.電気設備工事　オ.非常用電源設備工事

カ.既存施設連絡・改良工事　キ.外構工事　

ク.その他工事　ケ.試運転
	指定様式

A3版

1ページ以内に記載
	Ⅰ-5
	

	第Ⅱ章排水処理施設等計画編
	
	指定様式
A4版
	II
	表紙

	Ⅱ―1機械設備計画編
	
	指定様式
A4版
	II-Ⅰ
	中表紙

	機械設備計画（受泥から濃縮工程）


	排水処理システムを計画する上での､濃縮施設（汚泥調整池を含む）における受泥から濃縮工程までについて設計主旨を記載してください。

施設能力については業務要求水準を満足していることが把握できるように具体的な数値等を明記して下さい。
また､様式Ⅰ-2で作成した排水処理フロー図に示す主要設備について､運転パターンや設備諸元の考え方等を記載してください。
汚泥調整池及び濃縮槽の運用方法について記載するとともに､その考え方について滞留時間や流入汚泥量を用いて簡潔に記入してください。

業務要求水準を超える特筆すべき提案がある場合には特記事項として記載下さい。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅰ-1
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	機械設備計画（濃縮汚泥
引抜きから

脱水工程）

	排水処理システムを計画する上での､濃縮汚泥引抜きから脱水工程までについて設計主旨を記載してください。

施設能力については業務要求水準を満足していることが把握できるように具体的な数値等を明記して下さい。
また､様式Ⅰ-2で作成した排水処理フロー図に示す主要設備について運転パターンや設備諸元の考え方等を記載してください。

汚泥量及び汚泥性状の変動に対して特に考慮した事項がありましたら記載してください。

業務要求水準を超える特筆すべき提案がある場合には特記事項として記載下さい。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅰ-2
	

	機械設備計画（発生土有効利用工程）

	排水処理システムを計画する上で､システムの一部としての発生土有効利用設備（場内ケーキ貯留設備(ケーキホッパーやケーキヤード)、提案により乾燥・破砕等を含む）から計量・搬出までについて）設計主旨を記載してください。
また､様式Ⅰ-4で作成した発生土有効利用施設フローに示す主要設備について､運転パターンや設備諸元の考え方等を記載してください。

場内ケーキ貯留から搬出までの工程に対して(自動化､保管容量等)特に特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ぺージ以内に記載
	Ⅱ-Ⅰ-3
	

	機械設備計画（返送水返送工程）

	排水処理システムを計画する上で､上澄水及び排水処理施設内排水の集水から返送工程までについて設計主旨を記載してください。
また､様式Ⅰ-2で作成した排水処理フロー図に示す主要設備について､運転パターンや設備諸元の考え方等を記載してください。
返送水水質管理や処理、返送計画に対して特に考慮した事項や特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅰ-4
	

	機械設備計画（様式Ⅱ-Ⅰ-1～4以外の必要と考える工程）
	排水処理システムを計画する上で､様式Ⅱ-Ⅰ-1～4以外に付加する工程がありましたら設計主旨を記載してください。
また様式Ⅰ-2で作成した排水処理フロー図に示す主要設備について､運転パターンや設備諸元の考え方等について記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅰ-5
	

	Ⅱ-Ⅱ電気計装設備計画編
	
	指定様式
A4版
	II-Ⅱ
	中表紙

	受変電設備計画
	受変電設備について設計主旨を記載してください。
受変電設備を計画する上で､排水処理業務の安全性や確実性に対して特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅱ-1
	指定様式には、記載例あり

	
	主要設備リスト
主要受変電設備について､指定様式を用いて下記の項目で主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.機器名称　ウ.構造　エ.形式等

オ.配電盤の規格等　カ.主要設備の規格
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	動力設備計画
	動力設備について設計主旨を記載してください。

動力設備を計画する上で､排水処理業務の安全性や確実性に対して特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅱ-2
	指定様式には、記載例あり

	
	主要動力設備リスト
主要動力設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>

ア.番号　イ.機器名称　ウ.構造　エ.形式等

オ.　配電盤の規格等　カ.主要設備の規格
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	計装設備計画
	計装設備について設計主旨を記載してください。

また、計測結果をモニタリング支援等に反映させる計画があれば具体的に記載下さい。
計装設備を計画する上で､排水処理業務の安全性や確実性に対して特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ペーシ以内に記載
	Ⅱ-Ⅱ-3
	指定様式には､記載例あり

	
	主要設備リスト
主要計装設備について､指定様式を用いて主要リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.機器名称　ウ.型式　エ.材質　オ.測定精度
カ.出力信号　キ.測定頻度　ク.使用目的　ケ.測定スパン

コ.準拠規格
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	計装フロー図
計装機器の計測点を把握するため､上記の主要計装設備リストに記入した項目に関して計装フロー図を作成してください。作成に当たっては､計装用発信器のみ記入することとし指示計器等のループは記入不要とします。
	標準様式
A3版
2ページ以内に記載
	
	

	監視制御
設備計画
	監視制御設備について設計主旨を記載してください。
監視制御設備を計画する上で､排水処理業務の安全性や確実性に対して考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅱ-4
	指定様式には､記載例

あり

	
	主要設備リスト
主要監視制御設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>

ア.番号　イ.機器名称　ウ.監視方式　エ.入出力点数

オ.速度　カ.備考
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	入出力項目リスト
監視制御を行う項目について指定様式を用いて入出力項目リストを作成してください。また記入していただく項目は以下の項目についてのみ記入してください。
･計装機器に対する計測項目
･機械機器に対する操作項目
･排水処理を行う上で設定可能な入力項目
状態表示､故障表示は記入不要としますが､浄水場との信号受け渡しがある項目については○を記入してください。

また、浄水場での出力項目、方法等で特に工夫した点、特筆すべき事項があれば記載して下さい。
<記載事項>
ア.番号　イ.項目　ウ.用途　エ.信号形式

オ.浄水場との受渡し　カ.備考
	指定様式
A4版
ページ数は適宜
	
	

	Ⅱ－Ⅲ非常用（常用）電源設備計画編
	
	指定様式
A4版
	II-Ⅲ
	中表紙



	発電・送電設備計画
	非常用電源設備（常用電源設備を提案する場合は常用電源設備も含む）についての設計主旨を記載してください。試運転（保守運転）計画等についても具体的に記載してください。
非常用（常用）電源設備（発電・送電設備）を計画する上で敏速性・安定性・確実性等の観点から特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅲ-1
	

	
	主要設備リスト
非常用（常用）電源設備の主要設備について､指定様式を用いて下記の項目で主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.機器名称　ウ.構造　エ.形式等　オ.配電盤の規格等　カ.主要設備の規格
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	計装設備計画
	非常用電源設備（常用電源設備を提案する場合は常用電源設備を含む）の計装設備について設計主旨を記載してください。
また、計装設備を計画する上で､非常用電源設備の敏速性・安定性・確実性等の観点から特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ペーシ以内に記載
	Ⅱ-Ⅲ-2
	

	
	主要計装設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.機器名称　ウ.型式　エ.材質　オ.測定精度
カ.出力信号　キ.測定頻度　ク.使用目的　ケ.測定スパン

コ.準拠規格
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	計装機器の計測点を把握するため､上記の主要計装設備リストに記入した項目に関して計装フロー図を作成してください。作成に当たっては､計装用発信器のみ記入することとし指示計器等のループは記入不要とします。
	標準様式
A3版
1ページ以内に記載
	
	

	監視制御
設備計画
	非常用電源設備（常用電源設備を提案する場合は常用電源設備も含む）の監視制御設備について設計主旨を記載してください。
また、監視制御設備を計画する上で､非常用電源設備の敏速性・安定性・確実性等の観点から考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅱ-Ⅲ-3
	

	
	主要監視制御設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>

ア.番号　イ.機器名称　ウ.監視方式　エ.入出力点数

オ.速度　カ.備考
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	監視制御を行う項目について指定様式を用いて入出力項目リストを作成してください。浄水場との信号受け渡しがある項目については○を記入してください
<記載事項>
ア.番号　イ.項目　ウ.用途　エ.信号形式

オ.浄水場との受渡し　カ.備考
	指定様式
A4版
ページ数は適宜
	
	

	燃料貯留計画
	非常用電源設備の燃料貯留設備について設計主旨を記載してください。燃料の種類（複数ある場合には燃料別に）及び貯留量、燃料の種別に応じた保管方法、品質検査、燃料の補充、交換等の方法等について具体的に記載して下さい。
また、燃料貯留設備を計画する上で､非常用電源設備の敏速性・安定性・確実性等の観点から特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。

また、常用電源設備を提案する場合には常用発電用の燃料供給計画についても具体的に記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	II-Ⅲ-4
	

	常用電源設備計画（提案による）
	常用電源設備について設計主旨及び提案根拠を記載してください。

常用発電設備をコジェネ等の熱源設備として兼用する場合には、常用発電電力量・発生熱量を明記するとともにこれらの用途、供給方法、浄水場における電力削減に関する考え方等について具体的に記載してください。

このうち、浄水場における電力削減効果については、削減電力量及び削減電力料金について指定様式を用いて記載して下さい。

また、常用電源設備を計画する上で排水処理及び非常用電源設備の計画と合わせ安定性・確実性・エネルギーの有効利用等の観点から特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4orA3版
8ページ以内に記載
指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	II-Ⅲ-5
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅲ章土木施設計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅲ
	表紙

	構造・耐震計画
	土木施設における構造計画にあたっての計画主旨を以下の観点から記載してください。

1 構造計画方針
濃縮槽・共同溝・管路等の土木施設計画に当たっての構造計画方針、安全性､耐震性､機能性､経済性、耐久性等)
2 構造形式

3 主要構造物の構造寸法

4 施設の基礎形式及び基礎形式選定の考え方

5 地盤の液状化検討

6 構造及び耐震計算・解析方法及び準拠基準

7 施設の耐久性の考え方

構造・耐震計画を行う上で､特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
6ページ以内に記載
	Ⅲ-1
	

	施設配置計画（平面・断面配置計画）

	事業用地内の建物、構造物、場内道路等を考慮した施設配置計画の計画主旨を記載してください。

また、施設配置計画として説明用の配置平面図、断面図を添付してください。

施設配置を計画する上で､特に維持管理・運営面に有効となるよう配慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載

添付図面：自由様式

A3版

2ページ以内
	Ⅲ-2
	

	共同溝・配管計画
	事業用地内の共同溝、配管計画の計画主旨を記載してください。

また、配管計画説明用の配管平面図を添付してください。

特に配管計画上、維持管理・運営面に有効となるよう配慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載

添付図面：自由様式

A3版

1ページ以内
	Ⅲ-3
	

	外構計画
	外構（場内整備：フェンス、門扉、照明、道路、植栽、雨水・汚水排水施設等）計画にあたっての計画主旨を記載してください。

また、外構計画説明用の平面図を添付してください。

外構計画を行う上で､維持管理の観点から特に考慮した事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載添付図面：自由様式

A3版

1ページ以内
	Ⅲ-4
	

	既存施設と新設施設の連絡・改造計画
	既存施設と新設施設の連絡・改造計画及び既存施設の改良計画（提案）の計画主旨を記載してください。

また、これら連絡計画、改良計画の箇所、方法が把握できる説明用の平面図（必要に応じ詳細図）を添付してください。

既存施設と新設施設との連絡に使用する配管については、管の使用目的､材質、管種､口径､土被り､準拠規格､工法及び防食対策を具体的に解かりやすく記載してください。
連絡計画、改良計画を行う上で､維持管理・運営の観点から特に有効であると考えた事項や､特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載添付図面：自由様式

A3版

2ページ以内
	Ⅲ-5
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅳ章建築施設計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅳ
	表紙

	建築施設概要
	本事業で建設する建築施設の施設概要について建物別に表形式で記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅳ-1
	

	設計主旨及び必要諸室
	建築施設計画における設計主旨を次の観点から記載してください。
説明に当たっては可能な限り具体的に記載してください。
①設計主旨
建築施設を計画するに当たっての設計主旨を記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅳ-2
	指定様
式には､記載例あり

	
	②必要諸室
建築施設に必要な各諸室及びその用途､内容を記載してください。
<記載事項>

ア.部屋名称　イ.用途　ウ.具体的内容
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	
	

	構造・耐震計画
	建築施設における構造計画を次の観点から記載してください。

①構造計画方針及び構造形式
建築施設計画に当たっての構造計画方針(安全性､耐震性､機能性､経済性等)及び構造形式(S造､RC造､SRC造､その他)を記載してください。

また、新規に建設(設置)する以下の施設(設備)について耐震設計に対する考え方､準拠基準等を記載してください。
a) 建築構造物（土木・建築の複合構造物とした場合を含む）

b) 機械・電気設備

②施設の基礎形式
③施設の耐久性について

施設の耐久性に関する考え方を記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅳ-3
	

	施設計画
	建築施設の平面計画､立面計画､断面計画について記載してください。
説明に当たってはスケッチや模式図等を用い解り易く表現し､可能な限り具体的に記載してください。
①平面計画
②立面計画
③断面計画
	標準様式
A4orA3版
3ページ以内に記載
	Ⅳ-4
	

	ゾｰニング･動線計画
	ゾｰニング､管理者動線(運転管理及び避難､非常時)の考え方を記載してください。
記載に当たってはスケッチや模式図等を用い解り易く表現してください。また模式図上に日常管理動線を｢赤線｣､非常時避難時の動線を「青線」にて表記してください。
なお､機器搬出入については「様式Ⅳ-6機器搬出入計画」にて記載してください。
	標準様式
A4orA3版
2ページ以内に記載
	Ⅳ-5
	

	機器搬出入計画
	建築施設内に設置する設備の大型機器及び部品等の搬出入方法について記載してください。
搬出入方法は搬出入ルート､吊り上げ方法等を明記してください。
説明に当たってはスケッチや模式図等を用い解り易く表現し､可能な限り具体的に記載してください。
	標準様式
A4orA3版
2ページ以内に記載
	Ⅳ-6
	

	主要設備機器の次期更新計画
	建築施設内に設置する脱水機､乾燥機（提案）、非常用（常用）電源設備等の主要大型設備の次期更新計画について記載してください。
説明に当たってはスケッチや模式図等を用い解り易く表現し､可能な限り具体的に記載してください。
設備機器の更新後､居室等のゾｰニングを変更する場合には､様式Ⅳ-5にならい､動線を赤及び青にて表記してください。
	標準様式
A4orA3版
2ページ以内に記載
	Ⅳ-7
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	 仕上計画
	管理性､作業性､耐久性､防火性､防水性､断熱性､景観性､経済性等の観点から建築施設の仕上計画の考え方を記載してください。また、建築施設における仕上計画を次の観点から文章で記載してください。
①外部仕上
②主要諸室の内部仕上
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅳ-8
	

	建築付帯機械
設備計画
	建築施設における建築機械設備計画を次の観点から記載してください。
①各設備計画(換気､空調､衛生設備等)
②法定必要設備(消火設備､排煙設備､合併浄化槽設備等)
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅳ-9
	

	建築付帯電気

設備計画
	建築施設における建築電気設備計画を次の観点から記載してください。
①各設備計画(電灯設備､電話設備､拡声設備､防犯設備等)

②法定必要設備(自動火災報知設備､非常用照明設備､誘導灯､
避雷針等)
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅳ-10
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅴ章設備容量計算編
	
	指定様式
A4版
	Ⅴ
	表紙

	受泥から濃縮工程
	濃縮施設（汚泥調整池を含む）での受泥から濃縮工程における主要設備について､規模容量計算(滞留時間及び運転時間等を含む)及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､濃縮設備の能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や､過去における実験結果等を記載していただき､各濃縮工程ごとの各月別の濃度上昇を説明できるように資料を付記し､提案する濃縮設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。汚泥調整池及び濃縮槽の最大汚泥保管能力（ds）については項目として挙げ記載して下さい。

各設備の選定に当たり､特に配慮した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。

納入実績等については本技術提案書ⅩⅠ添付資料編にまとめて添付してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅴ-1
	指定様式には､記載例あり

	
	主要設備リスト
上記工程における主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格　オ.台数　カ.仕様　キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	濃縮汚泥引抜きから脱水工程
	濃縮施設及び新設施設として設置する脱水設備等の主要設備について､規模容量計算(滞留時間及び運転時間等を含む)及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､打込み濃度に対する脱水設備の能力確認を行うために､投入濃度と設備能力の関係を記したカタログ値や過去における実験結果等を付記していただき､提案する脱水設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。
各設備の選定に当たり､特に配慮した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。

納入実績等については本技術提案書ⅩⅠ添付資料編にまとめて添付してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅴ-2
	指定様式には､記載例あり

	
	主要設備リスト
上記工程における主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格　オ.台数　カ.仕様 キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	発生土有効利用工程
	発生土有効利用施設として新設施設に設置するケーキヤード及びケーキホッパー等の主要（ケーキ貯留）設備について､規模容量計算(貯留日数､保管容量及び搬出の自動化等について)及び決定根拠を記載してください。

乾燥設備を提案する場合は､規模容量計算(稼働時間を含む)及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､乾燥設備の能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や､過去における実験結果等を付記していただき､提案する乾燥設備規模の決定根拠を解かり易く説明してください。
各設備の選定に当たり､特に配慮した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。

納入実績等については本技術提案書ⅩⅠ添付資料編にまとめて添付してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載

（乾燥設備を提案する場合は6ページ以内）
	Ⅴ-3
	指定様式には､記載例あり

	
	上記工程の主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格 オ.台数　カ.仕様 キ.備考
	指定様式
A4版2ページ以内に記載

（乾燥設備を提案する場合は5ページ以内）
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	返送水返送工程
	上澄水及び排水処理施設内排水の集水から返送に至る工程の主要設備について､規模容量計算(滞留時間及び運転時間等を含む。)及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､返送水返送工程についての能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や過去の実験結果等を付記していただき､提案する設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。
注）排水処理施設内で排水の再利用を行う場合についても本様式に記載してください。
各設備の選定に当たり､特に配慮した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。

納入実績等については本技術提案書ⅩⅠ添付資料編にまとめて添付してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅴ-4
	指定様式には､記載例あり

	
	上記工程の主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格 オ.台数　カ.仕様 キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	既存施設改良箇所
	既存施設の改良の提案がある場合､該当箇所に関わる容量計算、照査計算及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､改良箇所の能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や､過去の実験結果等を付記していただき､提案する設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。

また、既存施設改良の提案に当たり､特に工夫した事項等があれば特記事項として記載してください。既存施設改良に関わる容量計算、照査計算については、上記の要点のみ記載し、詳細な計算書がある場合にはⅩⅠ添付資料編に添付してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅴ-5
	

	
	上記工程の主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格　オ.台数　カ.仕様 キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	その他必要と考える工程
	必要に応じ、その他必要と考える工程(Ⅴ-1～5以外の工程)がある場合､規模容量計算及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､その他必要と考える工程についての能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や､過去の実験結果等を付記していただき､提案する設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。

また、各設備の選定に当たり､各機器のハード面やソフト面について工夫した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅴ-6
	

	
	上記工程の主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成してください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格　オ.台数　カ.仕様 キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	非常用（常用）電源施設
	非常用電源設備（提案により常用電源施設）について、対象負荷リストに基づく容量計算及び決定根拠を記載してください。本計算書内には､非常用（常用）電源設備の能力確認を行うために必要な設備能力を記したカタログ値や､過去の実験結果等を付記していただき､提案する設備規模の決定根拠を解かり易く記載してください。
各設備の選定に当たり､特に配慮した事項や､実績等があれば特記事項として記載してください。納入実績等については本技術提案書ⅩⅠ添付資料編にまとめて添付してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅴ-7
	

	
	主要設備リスト
主要設備について､指定様式を用いて主要設備リストを作成し
てください。
<記載事項>
ア.番号　イ.名称　ウ.主寸法　エ.定格 オ.台数　カ.仕様　キ.備考
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅵ章運営計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅵ
	表紙

	運転管理体制
（排水処理施設）
	通常時における排水処理施設の運転管理体制を記載してください。また､その体制での業務内容を簡潔に記載してください。
<記載事項>
ア.職名　イ.勤務時間　ウ.人数　エ.資格者の配置計画
オ.職員の配置計画　カ.契約形態(直営･委託･再委託･会社名)

キ.業務内容　　　※ 会社名は､番号で記載してください。
運転管理体制の工夫や実績について効率的な維持管理業務を行うために今回取入れた工夫ついて記載してください。なお、維持管理･運営業務における実績等がある場合にはその旨明記し、詳細な実績についてはⅩⅠ添付資料編に添付してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-1
	

	
	維持管理･運営業務において､緊急時の対応としてバックアップサービスの確保を具体的に検討している場合は､対象業務､バックアップサービサー名と対応内容を記述してください。
<記載事項>
ア.対象業務　イ.バックアップサービサー名　ウ.対応内容
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	
	

	運転管理体制
（非常用（常用）電源施設）
	非常用電源施設（常用電源施設を提案する場合は常用電源施設を含む）の運転管理体制を記載してください。
また､その体制での業務内容を簡潔に記載してください。
<記載事項>
ア.職名　イ.勤務時間　ウ.人数　エ.資格者の配置計画
オ.職員の配置計画　カ.契約形態(直営･委託･再委託･会社名)

キ.業務内容
会社名は､番号で記載してください。
運転管理体制の工夫や実績について効率的な維持管理業務を行うために今回取入れた工夫ついて記載してください。なお、維持管理･運営業務における実績等がある場合にはその旨明記し、詳細な実績についてはⅩⅠ添付資料編に添付してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-2
	

	
	維持管理･運営業務において､緊急時の対応としてバックアップサービスの確保を具体的に検討している場合は､対象業務､バックアップサービサー名と対応内容を記述してください。
<記載事項>
ア.対象業務　イ.バックアップサービサー名　ウ.対応内容
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	
	

	汚泥量管理計画（汚泥量の確認方法）
	排水処理施設内の汚泥を適切に管理する上で必要な汚泥量等の測定方法や汚泥量等の管理の考え方を記載してください。また連続監視を行わない場合は､測定を行う頻度についても併記してください。
計測項目は以下の項目を基本とし､項目が不足している場合は適宜追加してください。また使用しない項目がある場合は使用しないと記載してください。
<記載事項>
1. 汚泥調整池汚泥流入濃度　イ. 汚泥調整池汚泥流入量　

ウ. 濃縮槽泥流入濃度　エ. 濃縮槽汚泥流入量　

オ. 流出汚泥量（汚泥調整池より）　カ. 流出汚泥量（濃縮槽より）

キ. 脱水前汚泥濃度　ク. 脱水機打込量　ケ. 脱水後含水率

コ. 発生土有効利用工程後含水率　サ. 脱水ケーキ発生量

シ. 脱水ケーキ搬出量　ス. 脱水ケーキ場外保管量　

セ. 脱水ケーキの再生利用先への搬入量

ソ. 返送水濁度　タ. 返送水量
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅵ-3
	

	月別運転計画（排水処理施設）
	排水処理処理施設の運転計画として、様式Ⅴ-1～6で設定した設備を用いて､指定様式（月別汚泥発生量）の設定数値に対し月別のシミュレｰションを作成してください。
各月に受け入れる汚泥を全量処理する計算としてください。
含水率については､事業者の提案により設定してください。また､数値については小数点以下第2位を四捨五入してください。
該当しない項目には記入せず､追記を必要とする場合には表を加工してください。
	指定様式
A3版
1ページ以内に記載
	Ⅵ-4
	設定数値あり

Excel
で作成


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	水収支計画
	排水処理施設内の水収支計算を確認するために､様式Ⅵ-4で設定した月別運転計算書に基づき指定様式に水量を記入してください。項目内容については提案内容により適宜変更してください。

また、提案する施設における計画固形物量に対する水収支フロー図を記載してください。
水収支フロー図に示す設備名については､主要設備リスト(様式Ⅴ-1～6)と整合させてください。水収支フロー図に示す各水量については上記水収支計算書を用いて示していただき､各項目及び番号を併記してください。
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載

フロー図：標準様式　A3版
1ページ以内に記載
	Ⅵ-5


	記載例あり

	返送水水質管理計画
	業務要求水準を満たす返送水質を常時確保するために採用する水質管理方法について記載してください。
①水質管理方法
②上澄水及び排水処理施設内排水の処理方法や返送方法(処理を行わない場合は返送水質が一定化するために用いた方法)
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅵ-6
	

	
	③水質測定項目リスト

様式Ⅱ-Ⅱ-3で作成した計装フロー図のうち、水質測定項目に係る測定機器､測定間隔､測定範囲､サンプリング箇所を指定様式を用いて記載してください。
<記載事項>
ア.サンプリング箇所　イ.水質測定項目　ウ.測定機器
エ.測定間隔　オ.測定範囲
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	
	

	
	④監視制御項目､制御方法
③で記した計装設備の監視制御項目､制御(自動制御方法等)の方法について記載してください。
⑤特記事項
その他業務要求水準を満たす返送水を確保するために考慮した事項や特筆すべき事項等がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	非常用（常用）電源設備運転計画
	非常用（常用）電源設備の運転計画を記載してください。特に、常用電源施設を提案する場合は月別の運転計画を具体的に記載してください。
	標準様式
A4orA3版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-7
	

	異常高濁度時の対応に対する考え方

（排水処理施設）
	排水処理施設全般に対し､異常高濁度時の対応に対する考え方(対応策を含む)を以下の視点を含め模式図や組織体制図等を用いて具体的に記載してください。
<記載事項>
ア. 運営体制 イ. 関係機関(SPC･メｰカｰ等)との連絡体制
ウ. 浄水場との連絡体制　エ. その他特記すべき事項
	標準様式

A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-8
	

	
	高濁シミュレーション

異常高濁度時の対応例として平成13年9月の実績データを用いてシミュレーションを行い、下記に示す項目について記載してください。

記載例で示す処理水量、原水濁度、汚泥濃度、PAC注入率、SS換算係数は設定値として記載例の灰色ハッチングで提示した値を使用して下さい。

<記載事項>

（様式記載例の黄色ハッチング及び青色ハッチング箇所）
1. 脱水機ろ過速度 イ. 脱水機ろ過面積　ウ. 運転台数

エ. 運転時間　オ. 最大汚泥保管能力（提案量）
	指定様式
A3版
1ページ以内に記載
	
	記載例あり

	非常時(故障、災害及び事故)対応に対する考え方

（排水処理施設）
	排水処理施設全般に対し､故障、災害及び事故等が発生した場合の対応方法(対応策を含む)について、以下の視点を含め、模式図や組織体制図等を用いて具体的に記載してください。
<記載事項>

ア. 関係機関(SPC･メｰカｰ等)との連絡体制
イ.浄水場との連絡体制　ウ.応急処置方法（予備品の考え方等）
エ.その他特記すべき事項
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-9
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	非常時(故障、災害及び事故)対応に対する考え方

（非常用（常用）電源施設）
	非常用電源施設（常用電源施設を提案する場合は常用電源施設を含む）に対し､故障、災害及び事故等が発生した場合の対応方法について以下の視点を含め、模式図や組織体制図等を用いて具体的に記載してください。
<記載事項>

ア.関係機関(SPC･メｰカｰ等)との連絡体制
イ.浄水場との連絡体制　ウ.応急処置方法（予備品の考え方等）
エ.その他特記すべき事項
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-10
	

	試運転計画

	設備等の試運転計画について次の観点から記載してください。
①機器単体の試運転計画及び期間と確認方法
②プラント全体の総合試運転計画及び期間と確認方法

③初期故障対策
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅵ-11


	

	運転員等の研修計画
	平成２０年４月１日から円滑な維持管理・運営移行にあたり、運転員等の試運転期間を含めた研修計画について記載してください。
①プラント運転員の維持管理・運営に向けた時期や期間を定めた研修計画及び内容
②プラント運転員の研修体制(派遣講師等)

③プラント運転員の維持管理運営上の求めるレベル(公的資格や社内基準等)

④研修期間の安全管理の確保


	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅵ-12
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅶ章維持管理計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅶ
	表紙

	建築物及びコンクリート構造物保守・点検計画
	建築物､コンクリート構造物及びそれらの附帯設備に対し､保守及び修繕についての考え方を記載してください。また構造体の劣化具合や損傷の有無を確認するために､留意した事項があれば記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐1
	指定様式には記載例あり


	
	建築物､コンクリート構造物及びそれらの附帯設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
<記載項目>
ア.対象施設名　イ.対象箇所　ウ.点検項目　エ.点検頻度
オ.点検方法
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	建築物､コンクリート構造物及びそれらの附帯設備について保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記載してください。
頻度については､修繕を行う間隔について記載してください。

修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。

<記載項目>
ア. 対象施設名　イ.対象箇所　ウ.修繕項目　エ.修繕頻度　オ.修繕内容　カ.費用
	指定様式
A4ｏｒA3版
2ページ以内に記載
	
	

	外構全般保守・点検計画
	外構全般（場内整備：フェンス、門扉、照明、道路、植栽、雨水・汚水排水施設等）に関わる維持管理の考え方等を記入してください。
維持管理の考え方については､保守及び修繕についての考え方を記載してください。また､安全対策等に留意した事項があればそれについても記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐2
	指定様式には記載例あり

	
	外構全般に関わる日常点検の項目､内容､箇所を点検リストに記載してください。
ア. 対象施設名　イ.対象箇所　ウ.点検項目　エ.点検頻度
オ.点検方法
	指定様式　
A4版
2ページ以内に記載
	
	

	
	外構全般に関わる場内整備について保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記載してください。
頻度については､修繕を行う間隔について記載してください。

修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載項目>　ア.対象施設名　イ.修繕項目　ウ. 修繕頻度　エ.修繕内容　カ.費用
	指定様式
A4ｏｒA3版
2ページ以内に記載
	
	

	濃縮設備（汚泥調整池含む）

保守・点検計画
	受泥及び濃縮設備（汚泥調整池を含む）に対する維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐3
	指定様式には記載例あり

	
	濃縮設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>

ア.番号　イ.設備名称 ウ.対象箇所　　エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	濃縮設備について､保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記入してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
頻度については､部品交換の頻度について記入してください。

修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>

ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式
A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	脱水設備

保守・点検計画
	脱水設備に対し､維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐4
	指定様式には記載例あり

	
	脱水設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.　対象箇所 エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	脱水設備について､保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記入してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
頻度については､部品交換の頻度について記入してください。

修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式
A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	

	返送水設備

保守・点検計画
	上澄水返送及び排水処理施設内排水の返送設備に対し､維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。

注)排水処理施設内で排水の再利用を行う場合についても本様式に記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐5
	指定様式には記載例あり

	
	上澄水及び排水処理施設内排水の集水及び返送に関わる設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>　ア.番号　イ. 設備名称　ウ.　対象箇所 エ.点検項目

　オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	上澄水及び排水処理施設内排水の集水及び返送に関わる設備について､保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記入してください。
Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。

修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用　
	指定様式
A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	発生土有効利
用設備保守・点検計画
	ケーキ貯留設備及び乾燥設備（提案）等の発生土有効利用設備に対する維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐6
	指定様式には記載例あり

	
	発生土有効利用設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.　対象箇所 エ.点検項目 

オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式
A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	発生土有効利用設備について､保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記入してください。Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。頻度については､部品交換の頻度について記入してください。修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式
A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	

	連絡配管設備
保守・点検計画
	連絡配管等の設備に対する維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐7
	指定様式には記載例あり

	
	連絡配管等の設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リストに記載してください。
様式Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ.対象箇所　ウ.設備名称　エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	連絡配管等の設備について､保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記入してください。Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。頻度については､部品交換の頻度について記入してください。修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	

	電気計装設備

保守・点検計画
	電気計装設備に対し､維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐8
	指定様式には記載例あり

	
	電気計装設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リスト記載してください。
様式Ⅱ-Ⅱ-1～4で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ. 対象箇所　エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	電気計装設備について､保守管理上修繕を行う箇所を記入してください。様式Ⅱ-Ⅱ-1～4で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。頻度については､部品交換の頻度について修繕リストに必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	非常用（常用）電源設備
保守・点検計画
	非常用電源設備（提案により常用発電設備含む）に対する維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式
A4版1ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅰ‐9
	指定様式には記載例あり

	
	非常用（常用）電源設備に対する日常点検の項目､内容､箇所等について点検リスト記載してください。
様式Ⅱ-Ⅲ-1～3で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ. 対象箇所　エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式A4版
6ページ以内に記載
	
	

	
	非常用（常用）電源設備について､保守管理上修繕を行う箇所を記入してください。様式Ⅱ-Ⅲ-1～3で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。頻度については､部品交換の頻度について修繕リストに記載してください。修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式A4ｏｒA3版
6ページ以内に記載
	
	

	その他必要と考える設備の

保守・点検計画
	その他必要と考える設備に対し､維持管理の考え方､故障等の防止策について留意した事項を記載してください。
	標準様式A4版
1ページ以内に記載
	Ⅶ‐Ⅰ‐10
	指定様式には記載例あり

	
	その他必要と考える設備について日常点検の項目､内容､箇所等を点検リストに記載してください。
Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.　対象箇所 エ.点検項目
オ.点検頻度　カ.点検方法
	指定様式A4版
3ページ以内に記載
	
	

	
	その他必要と考える設備について保守管理上修繕を行う箇所を修繕リストに記載してください。Ⅴ-1～6で作成した主要設備リストに記載された設備を対象とし､名称及び番号を整合させてください。頻度については､部品交換の頻度を記載してください。修繕費用のうち250万円以上のものについては、必ず項目として挙げ、表に記載してください。
<記載事項>
ア.番号　イ. 設備名称　ウ.対象箇所　エ.修繕項目
オ.修繕頻度　カ.修繕内容　キ.費用
	指定様式A4ｏｒA3版
3ページ以内に記載
	
	

	修繕全体計画（建物・設備・外構）
	事業期間中に想定される修繕の全体計画について、Ⅶ-Ⅰ‐1～10を取りまとめ、各修繕にかかる修繕費用(提案時点の想定額)を一覧表にして記載してください。これ以外の小規模な修繕費等については、一括計上し、漏れのないよう計上してください。
<記載項目>　ア.保守・点検項目　イ.修繕種別　ウ.修繕費用
	指定様式

A3版
3ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅱ
	

	清掃計画
	事業範囲における清掃計画について､項目ごとに記載してください。計画については作業内容､清掃周期等を記載してください。
<記載事項>

ア.汚泥調整施設　イ.濃縮施設　ウ.脱水施設　エ.発生土有効利用施設オ.非常用（常用）電源施設　カ.建築施設内清掃
キ.構内（管理用地内）清掃　　ク.その他
清掃計画全般について､特記すべき事項がありましたら特記事項として記載してください。
	標準様式A4版
2ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅲ
	

	保安・警備計画
	保安・警備計画においての考え方について、事故を未然に防止するための考え方及び管理範囲の24時間における防犯方法等について具体的に記載してください。
	標準様式A4版
2ページ以内に記載
	Ⅶ-Ⅳ
	


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅷ章発生土有効利用計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅷ
	表紙

	発生土有効利用計画と有効利用受入先概要
	①発生土有効利用計画
発生土有効利用計画を記載してください。最終の受入先ごとに記載し右上にNo.を受入先が複数ある場合は複写し記載してください。また、提出していただく資料には右肩に資料番号を付けて添付してください。
ア.用途
　セメント原料・園芸用土等の用途を記載してください。
イ.受入先の発生土含水率・形態
· 受入先の含水率を記載してください。
· 発生土が有価物又は非有価物（産廃）のいずれの形態か適合しないものを二重取消線で消してください。
注）発生土を有価利用（販売する場合）でも、当該販売代金を超える運搬費をPFI 事業者が負担している場合には、廃掃法上、産業廃棄物の処理委託という取扱いになりますので、留意してください。
　・産業廃棄物の場合は受入先に処分業の許可書あり・申請中・　　申請予定のいずれか適合しないものを二重取消線で消してく　　ださい。許可書のあるの場合は、写しを添付し記入欄には資料番号を記載してください。
ウ. 発生土が再生品となるまでの想定運搬経路
　・発生土が再生品となるまでの模式概略ルートを例にならい記載してください。模式概略ルートには運搬機種（例えばダンプトラック10t 車等）、運搬先、運搬距離を記載してください。
エ.受入可能量
· 有効利用先と交わされる契約で設定する発生土受入量について、平成20 年度分を記載してください。
· 発生土量は乾燥重量（t-ds）で記載してください。
②受入先（有効利用会社等）概要
ア.受入先（有効利用会社名等）計画
　・受入先が解かるよう会社名を記載してください。パンフレット等の紹介資料がある場合はⅩⅠ添付資料編に添付してください。
· イ.受入先（有効利用会社等）の実績・市場規模
· 直近３年間の建設発生土、上下水道汚泥等の有効利用に実績　　がある場合は記載してください。
· 再生品の市場規模を記載してください。市場規模が不明な場合は、空欄としてください。
ウ.加工工程
· 発生土が再生品となるまでの全ての加工工程(中間処理を含む。)を記載してください。

· パンフレット等に記載されている場合は［資料番号と紹介資料　参照］と記載してください。

エ.加工に必要な主要設備
· 発生土が再生品となるまでの全ての加工工程（中間処理を含む）に使用される主要設備を記載してください。
· パンフレット等に記載されている場合は［資料番号と紹介資料参照］と記載してください。
	指定様式
A3 版
受入先１箇所につき１ページ以内に記載

	Ⅷ-1


	指定様式には記載例あり


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	受入表明書及び発生土有効利用説明書
	様式Ⅷ-1で記載していただいた有効利用方法に対し、以下の点について記載してください。
① 受入表明書
発生土の有効利用に対して、受入先の受入表明書等が取り交わされている場合は、次の４点を記載した受入表明書を作成し、押印の上右肩に資料番号を付けて提出してください。
　・企業名
　・受入会社名
　・受入量（t-ds/年）
　・受入条件（受け入れるための契約条件や含水率等を記載）
　・有効利用方法
	指定様式
A4 版
受入先毎に１ページ以内に記載
	Ⅷ-2


	①は記載例あり

	
	発生土有効利用説明書
②有効利用の用途拡大
　有効利用の用途拡大や積極的処理を行う上で、発生土の性
　状等に対し配慮した事項がありましたら、その内容を具体的に
（数値等を用いて）記載してください。また、発生土の性状変化のために、添加物等を加える場合には、添加物の種類、発生土単位重量（乾燥重量）当たりの添加量、混合方法、添加物の水道水への安全性等について記載してださい。

③発生土の量的変化について

　　高濁度原水の長期間の処理により、発生汚泥が急激に増加した際の発生汚泥量の保管方法、搬出計画、受入体制について工夫がありましたら、具体的に記入してください。

④汚泥性状の変化への対応について
　汚泥の性状が変わった時（粉末活性炭の混入時を含む。）にお
　いても、安定的に有効利用が行なえるようにするために取り入
　れた工夫がありましたら具体的に記載してください。
⑤特記事項
　その他有効利用を行う上で特筆すべき事項がありましたら、特
　記事項として目的、効果等について解かり易く記載してください。
	標準様式
A4 版
４ページ以内に記載
	
	

	発生土搬出計画書
	様式Ⅰ-4 発生土有効利用施設フロー図に基づき、発生土の搬出計画を記載してください。設定した固形物が発生したとし、様式Ⅷ-1で提案された含水率での有効利用量の搬出計画を作成してください。
３月には保管量が全て無くなる計画としてください。
再生品のNO．、用途については、様式Ⅷ-1の右肩に記載したものを記載してください。

記入欄が不足する場合は表を加工してください。表の中の数値は整数止めとし、小数点以下第１位を四捨五入してください。
＜記載事項＞
ア．固形物発生量（設定値）　イ．有効利用量（再生品の用途・
有効利用先）　　ウ．場内保管量
	指定様式
A4 版
2ページ以内に記載
	Ⅷ-3


	設定数値あり
Excelで作成


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	第Ⅸ章その他計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅸ
	表紙

	周辺環境への配慮事項
	①景観等への配慮
景観等への配慮の考え方と具体的な対策を記載してください。
②電波障害対策
電波障害対策の考え方と具体的な対策を記載してください。
③周辺環境への配慮
周辺環境への配慮の考え方を記載してください。
④その他周辺環境への配慮
その他、維持管理・運営期間中の周辺環境に配慮した事項(騒音、振動、粉塵、臭気対策等)の考え方と具体的な対策を記載してください。
⑤交通安全対策
維持管理・運営期間中の周辺への安全管理体制について考え方と具体的な対策(交通安全対策等)を記載してください。
	標準様式
A4版
3ページ以内に記載
	Ⅸ-1
	

	緑化計画
	①植栽計画
新設施設施設を計画する事業用地内の植栽計画の考え方を記載してください。計画に当たっては「ふるさと埼玉の緑を守る条例」（昭和54年埼玉県条例第10号）第18条公共施設の緑化に基づき策定してください。

②緑化率計算
新設施設の建設用地における緑地の占める割合を計算してください。上記条例等の緑化基準に定める計算方法に従ってください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅸ-2
	②については記入例あり

	エネルギー使用量計画
	月別運転計画書に基づき､排水処理施設における燃料使用量及び電力使用量等を指定様式に記入してください。電力等の効率については各設備容量に含むものとし示してください。
各エネルギー使用量から仕事量への換算については､次の係数を用いてください。
電力使用量1kWh当たり3.6MJ､
都市ガス使用量1Nm3当たり41.6MJ､
灯油使用量1L当たり36.7MJ
軽油使用量1L当たり38.2MJ
A重油使用量1L当たり39.1MJ
C重油使用量1L当たり41.7MJ
その他燃料使用量から仕事量への換算値については出典資料を添付して､資料に示した係数を用いてエネルギー量を計算してください。
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅸ-3
	Excel

で作成

	二酸化炭素
排出計画
	エネルギー使用量計算書に基づき､二酸化炭素の排出量を記載してください。浄水場から供給を受ける買電電力より発生する排出係数については次の値として計算してください。
1kWh当たり0.378CO2-㎏の発生量とする。
 (事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン（平成15年7月環境省地球環境局）)

 また、運転時間帯が昼夜で偏る場合は、

　　　 8:00～22:00  1kWh当たり0．424CO2-㎏

    22:00～ 8:00  1kWh当たり0．314CO2-㎏

  とする。（東京電力「蓄熱システムのご紹介」）

都市ガスから発生する排出係数については次の値として計算してください。

1Nm3当たり2.15CO2-kgの発生量とする。
その他燃料から発生する排出係数については､「環境省　温室効果ガス排出量算定に関する検討結果　平成12年9月の排出係数の一覧」を基に計算してください。
排出係数の一覧のホームページのアドレスは次のとおりです。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/santeiho/kento/h1209/index.html
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅸ-4
	Excel

で作成


	様式名
	記載要領
	記載様式
	様式No.
	備考

	窒素酸化物
排出計画
	エネルギー使用量計算書に基づき､窒素酸化物排出量を記載してください。
NOxの排出量については､排出ガスの濃度及び排出ガス量の根拠(カタログのコピｰ等)を添付していただき､次式より算出してください。
NOx排出量(NOx-kg)
＝排出ガス量(Nm3)×排出NOx濃度(ppm)×2.05×10-6
	指定様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅸ-5
	Excel

で作成

	関係法令及び有資格者配置計画
	①関係法令
本事業に関連する法令等に基づく届出､許認可等の手続が必要となる場合は､適用を受ける時期ごと(設計･建設時､維持管理･運営時)に区分してリストにまとめ提出してください。
指定様式に示す法令以外に適用される法令がある場合は表を加工して同様に記載してください。
②有資格者の配置について
維持管理･運営期間中に有資格者の配置が必要な場合は､根拠法令､資格名称及び配属先(SPC､維持管理運営会社等)を記載してください。
	指定様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅸ-6
	

	業務の引継ぎに対する

考え方
	業務終了時における企業局への引継方法や引継書類等を記載してください。
	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅸ-7
	

	第Ⅹ章施工計画編
	
	指定様式
A4版
	Ⅹ
	表紙

	体制・工程計画
	施工計画について、準備期間、工事着手から試運転を含む工事完了までの期間における業務体制（人員配置）を含めた基本的な考え方を記載してください。
また､様式Ⅰ-5で作成した工事工程表について､全体の工程計画、仮設計画及び工程管理の考え方等を記載してください。
体制及び工程計画で特に考慮した事項や特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
4ページ以内に記載
	Ⅹ‐1
	

	施工品質管理計画
	施工品質の管理についての考え方を記載してください。

施工品質の確保策として特に考慮した事項や特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。


	標準様式
A4版
1ページ以内に記載
	Ⅹ‐2
	

	安全管理計画
	工事期間中の安全管理計画についての考え方を記載してください。

安全管理計画で特に考慮した事項や特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版
2ページ以内に記載
	Ⅹ‐3
	

	周辺環境への配慮
	工事期間中における周辺環境への配慮についての考え方を具体的に記載してください。また、建設期間中に排出ガス抑制やSPM対応機種を使用する場合は､その機種と型番を記載してください。
工事期間中の周辺環境への配慮として特に考慮した事項や特筆すべき事項がありましたら､特記事項として記載してください。
	標準様式
A4版orA3版
2ページ以内に記載
	Ⅹ‐4
	

	第ⅩⅠ章添付資料編
	
	指定様式
A4版
	ⅩⅠ
	表紙

	添付資料一覧
	提案書に使用したパンフレットや実験結果等の資料集リストを作成してください。
作成に当たり様式番号順になるように番号毎にかつインデックス（見出し）をつけ資料を整理してください。
	指定様式
A4版
ぺ一ジは適宜
	ⅩⅠ‐1
	


	技術提案書
提出図面
	
	
	
	

	全体平面図
	本事業における施設の全体平面図を作図してください。図面内には以下の項目を解かり易く表記してください。
図面(A1版)は縮尺1/500で作成する。
・新設土木建築施設
･外構施設
・既設汚泥調整池との連絡経路
･その他改良箇所や新設施設
	A1版　1枚
A3版(縮小版)
	
	

	建築施設計画(設計図面)
	今回提案されている建築施設の設計図面を以下の内容に基づき作成してください。
①各階平面図兼機器配置図

縮尺(1/100)､方位､間取り､各室の用途(部屋名称>､外形寸法について記入してください。
主要機器の配置､点検スペース(離隔を記入)について記入してください。
主要設備で計上しなかった付属設備については､配置位置(概略の外枠)が分かる程度を記入してください。
②立面図
2面以上､縮尺(1/100)について記入してください。
③断面図
2面以上､縮尺(1/100)､断面位置(KEY PLANもしくは平面図に記述)について記入してください。なお断面は直交する面とし､主要諸室の断面形状が分かる位置とする。
	A1版
A3版(縮小版)
	
	

	
	④鳥瞰パｰス
場内全体が分かる俯瞰からのもの。
土木建築施設の概観が分かるもの。
仕様は着色仕上げとする。
	A3版
	
	


（表表紙様式）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
施設の整備、維持管理・運営

に関する技術提案付属資料一式

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

[image: image6.wmf]

（様式Ⅰ）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書

第Ⅰ章　全体概要書

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。
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標準様式A4

[image: image8.wmf][image: image9.wmf]（様式○－○－○）
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（様式Ⅰ-2）排水処理フロー図　受泥～濃縮工程（記載例）
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※1　汚泥池からの汚泥濃度は1.00％と設定して本シミュレーションを行うこととする。�

※2　エネルギー換算係数は様式�\-3を参照のこと。�


（様式Ⅰ-2）排水処理フロー図　脱水工程（記載例）

（様式Ⅰ-2）排水処理フロー図　上澄水集水～返送工程（記載例）


（様式Ⅰ-3）非常用（常用）電源施設フロー図




（様式Ⅰ-3）常用電源施設フロー図（提案による）（記載例）


（様式Ⅰ-4）発生土有効施設利用フロー図


（様式Ⅰ-5）全体工事工程表
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（様式Ⅱ）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅱ章 排水処理施設計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅱ-Ⅰ）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（Ⅱ－Ⅰ 機械設備計画編）
平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。



（様式Ⅱ-Ⅱ）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（Ⅱ－Ⅱ 電気計装設備計画編）
平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅱ-Ⅱ-1）受変電設備計画（記載例）
主 要 設 備 リ ス ト
	番号
	機 器 名 称
	構 造
	形 式 等
	配電盤の規格等
	主要設備の規格
	備　　考

	1-1
	高圧受電盤
	屋内単位閉鎖形
	ＣＸ
	JEM-1425
	JEC-2300（遮断器）
	

	1-2
	
	
	
	
	
	

	1-3
	
	
	
	
	
	

	1-4
	
	
	
	
	
	

	1-5
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· Ａ４版２ページ以内に記載してください。

（様式Ⅱ-Ⅱ-2）動力設備計画（記載例）
主 要 設 備 リ ス ト
	番号
	機 器 名 称
	構 造
	形 式 等
	配電盤の規格等
	主要設備の規格
	備　　考

	2-1
	1号脱水機

動力制御盤
	屋内単位閉鎖形
	ＣＸ
	JEM-1265
	JIS　C-8370

JIS　C-8371

JEM-1038
	

	2-2
	
	
	
	
	
	

	2-3
	
	
	
	
	
	

	2-4
	
	
	
	
	
	

	2-5
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· Ａ４版２ページ以内に記載してください。
（様式Ⅱ-Ⅱ-3）計装設備計画計装フロー図（記載例）
 

（様式Ⅱ-Ⅱ-3）計装設備計画（記載例）
主 要 設 備 リ ス ト

	番号
	機 器 名 称
	型  式
	材 質
	測定精度
	出力信号
	測定頻度
	使用目的
	測定スパン
	準拠規格

	3-1
	汚泥調整池汚泥引抜量

（瞬時）
	電磁式　φ300
	SUS316

ﾃﾌﾛﾝ
	±1.0％（発信器含む）
	DC4～20mA

ﾊﾟﾙｽ
	常時
	汚泥流入量の確認

浄水場への信号伝送
	0～800

m3/h
	JIS　B-7554

	3-2
	汚泥調整池汚泥引抜濃度
	超音波式
	SUS304
	±2.5％F.S
	DC4～20mA
	常時
	汚泥流入濃度の確認

浄水場への信号伝送
	0～10％
	－

	3-3
	濃縮槽汚泥引抜量
	
	
	
	
	
	
	
	

	3-4
	濃縮槽汚泥引抜濃度
	
	
	
	
	
	
	
	

	3-5
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※Ａ４版２ページ以内に記載してください。
（様式Ⅱ-Ⅱ-4）監視制御設備計画（記載例）

主要設備リスト
	番号
	機 器 名 称
	監視方式
	入出力点数
	速  度
	備  考

	4-1
	監視制御装置（CRT）2台
	Windows2000
	DiO　500点

AiO　100点
	LAN

100Mbps
	主記憶容量　2GB

HD容量　　40GB

	4-2
	
	
	
	
	

	4-3
	
	
	
	
	

	4-4
	
	
	
	
	

	4-5
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※A4版２ページ以内に記載してください｡

（様式Ⅱ-Ⅱ-4）監視制御設備計画（記載例）
入出力項目リスト
	番号
	項　　目
	用　途
	信号形式
	浄水場との受け渡し
	備  考

	5-1
	濃縮槽汚泥流入量（瞬時）
	計測表示
	DC4～20mA
	○
	

	5-2
	濃縮槽汚泥流入濃度
	計測表示
	DC4～20mA
	○
	

	5-3
	
	
	
	
	

	5-4
	
	
	
	
	

	5-5
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※Ａ４版ページ数は適宜


（様式Ⅱ-Ⅲ）
大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（Ⅱ－Ⅲ 非常用（常用）電源設備計画編）
平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。



（様式Ⅱ-Ⅲ-1）発電・送電設備計画
主 要 設 備 リ ス ト
	番号
	機 器 名 称
	構 造
	形 式 等
	配電盤の規格等
	主要設備の規格
	備　　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


· Ａ４版２ページ以内に記載してください。

（様式Ⅱ-Ⅲ-2）計装設備計画
主 要 設 備 リ ス ト

	番号
	機 器 名 称
	型  式
	材 質
	測定精度
	出力信号
	測定頻度
	使用目的
	測定スパン
	準拠規格

	
	
	
	
	
	
	
	
	0～800

m3/h
	JIS　B-7554

	
	
	
	
	
	
	
	
	0～10％
	－

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※Ａ４版２ページ以内に記載してください。
（様式Ⅱ-Ⅲ-3）監視制御設備計画
主要設備リスト
	番号
	機 器 名 称
	監視方式
	入出力点数
	速  度
	備  考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


A4版２ページ以内に記載してください｡

· （様式Ⅱ-Ⅲ-3）監視制御設備計画

入出力項目リスト
	番号
	項　　目
	用　途
	信号形式
	浄水場との受け渡し
	備  考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※Ａ４版ページ数は適宜

（様式Ⅱ-Ⅲ-5）常用発電に伴う電力削減効果
年間削減電力量内訳書

	
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	年間合計
	備　考

	電力削減量(夏期料金)
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	
	
	
	－
	－
	－
	
	

	電力削減量(ピーク時間)
	－
	－
	－
	－
	－
	－
	
	
	
	－
	－
	－
	
	

	電力削減量(その他季料金)
	
	
	
	
	
	
	－
	－
	－
	
	
	
	
	

	電力削減量(夜間時間)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	月合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


削減電力料金計算書

	
	電力量（ｋＷｈ）
	単価（円／ｋＷ）
	電力料金
	備　　考

	年間削減契約電力量
	
	1,550.00×12
	
	

	年間電力削減量(夏期料金)
	
	11.30
	
	

	年間電力削減量(ピーク時間)
	
	12.20
	
	

	年間電力削減量(その他季料金)
	
	10.20
	
	

	年間電力削減量(夜間時間)
	
	5.70
	
	

	年間合計
	
	
	
	

	20年間合計
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単価は平成14年4月1日現在を表示

（様式Ⅲ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅲ章 土木施設計画編）
平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。



（様式Ⅳ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（Ⅳ 建築施設計画編）
平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。



（様式Ⅳ－2）建築施設計画（記載例）
必要諸室
	部屋名称
	用途
	具体的内容

	例　会議室
	会議・研修・見学者の対応等に使用
	研修や見学者の対応時使用するため○○人収容できる面積で設ける

	事務室
	
	

	トイレ
	
	

	浴室／ｼｬﾜｰ室
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※A4版1ページ以内に記載してください｡

（様式Ⅴ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅴ章 設備容量計算編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅴ－1）設備容量計算（受泥から濃縮工程）（記載例）

主要設備リスト
	番号
	名　　　称
	主　寸　法
	定　　格
	台数
	仕　　様
	備　　考

	101
	汚泥調整槽
	φ35m×7.3mH
	－
	6
	丸形ｺﾝｸﾘｰﾄ槽
	既設

	102
	汚泥調整槽汚泥掻寄機
	φ35m
	1.5kw
	6
	ｾﾝﾀｰﾎﾟｽﾄ型
	既設

	103
	汚泥返送ポンプ
	1.5m3/mi×17mH
	22.0kw
	2
	渦巻きｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ
	既設

	
	
	5m3/mi×17mH
	37.0kw
	2
	渦巻きｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ
	平成17年度に更新予定

	201
	分配槽
	
	－
	1
	躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ
	

	202
	濃縮槽
	φ35m×4.3mH
	－
	6
	丸形ｺﾝｸﾘｰﾄ槽
	

	203
	濃縮槽汚泥掻寄機
	φ35m
	1.5kw
	6
	ｾﾝﾀｰﾎﾟｽﾄ型
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※A4版3ページ以内に記載してください｡

（様式Ⅴ－2）（濃縮汚泥引抜きから脱水工程）

（様式Ⅴ－3）（発生土有効利用工程）

（様式Ⅴ－4）（返送水返送工程）

（様式Ⅴ－5）（既存施設改良箇所）

（様式Ⅴ－6）（その他必要と考える工程）
（様式Ⅴ－7）（非常用（常用）電源施設）
主要設備リスト
	番号
	名　　　称
	主　寸　法
	定　　格
	台数
	仕　　様
	備　　考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※各様式A4版3ページ以内に記載してください｡また、様式Ⅴ-3にて乾燥設備を提案する場合は5ページ以内に記載してください。
（様式Ⅵ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅵ章 運営計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅵ－1）運転運転管理体制（排水処理設備）

（様式Ⅵ－2）運転運転管理体制（非常用（常用）電源設備）

バックアップ体制

	対象業務
	バックアップ

サービサー名
	対応内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※行が足りない場合は、表を加工して記載してください。

※各様式A4版１ページ以内に記載してください。



（様式Ⅵ－4）月別運転計画（排水処理施設）


　

　



（様式Ⅵ－5）水収支計画
水収支フロー（記載例）




（様式Ⅵ－5）水収支計画
水収支計算書（記載例）
	番号
	項　　　　　　　目
	単位
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	①
	汚泥調整池受泥量
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	②
	濃縮槽受泥量
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	③
	汚泥調整池汚泥引抜量
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	④
	汚泥調整池汚泥引抜量
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑤
	濃縮槽汚泥引抜量
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑥
	汚泥調整池上澄水量(①-③-④)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑦
	濃縮槽上澄水量(②+③-⑤)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑧
	脱水機棟排水量(脱水ろ液,ろ布洗浄排水,スクラバー排水・・・・)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑨
	返送水量(⑥+⑦)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑩
	工水使用量(ポンプシール水,スクラバー冷却水、ろ布洗浄水、雑用水・・・)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	⑪
	上水使用量(衛生用水)
	m3/日
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	 eq \o\ac(○,12)
	生活排水量
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



（様式Ⅵ－6）返送水水質管理計画
水質測定項目リスト
	ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ箇所
	水質測定項目
	測定機器
	測定間隔
	測定範囲

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※A4版１ページ以内に記載してください。


（様式Ⅵ－8）（記載例）


大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅶ章 維持管理計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。



(Ⅶ-Ⅰ)保守・点検計画

（様式Ⅶ－Ⅰ－1）建築物及びコンクリート構造物保守・点検計画

（様式Ⅶ－Ⅰ－2）外構全般保守・点検計画

点検リスト

	対象施設名
	対象箇所
	点検項目
	点検頻度
	点検方法

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※各様式A4版2ページ以内に記載してください。


(Ⅶ-Ⅰ)保守・点検計画

（様式Ⅶ－Ⅰ－3）濃縮設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－4）脱水設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－5）上澄水返送設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－6）発生土有効設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－7）連絡配管設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－8）電気計装設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－9）非常用（常用）電源設備

（様式Ⅶ－Ⅰ－10）その他必要と考える設備

点検リスト

	番号
	設備名称
	対象箇所
	点検項目
	点検頻度
	点検方法

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


· 各様式A4版3ページ以内（様式Ⅶ－Ⅰ－9は6ページ以内）に記載してください。

（様式Ⅶ－Ⅰ－1～2）（1/2）

修繕リスト
	対象施設名
	対象箇所
	修繕項目
	修繕頻度
	修繕内容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※ 各様式A4版2ページ以内に記載してください。



（様式Ⅶ－Ⅰ－1～2）（2/2）

修繕リスト（費用）

（千円）

	対象施設名※
	平成20年度
	平成21年度
	・・・・・・・・・・・
	平成39年度
	小計

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※ 各様式A4版orA3版2ページ以内に記載してください。

※　対象施設名は上記修繕リストに対応したものを記載すること。

（様式Ⅶ－Ⅰ－3～10）（1/2）

修繕リスト
	番号
	設備名称
	対象箇所
	修繕項目
	修繕頻度
	修繕内容

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※各様式A4版3ページ以内（様式Ⅶ－Ⅰ－9は6ページ以内）に記載してください。

（様式Ⅶ－Ⅰ－3～10）（2/2）

修繕リスト（費用）

（千円）

	番号
	設備名称
	平成20年度
	平成21年度
	・・・・・・・・・・・
	平成39年度
	小計

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※ 各様式A4版orA3版3ページ以内（様式Ⅶ－Ⅰ－9は6ページ以内）に記載してください。

※ 番号及び設備名称は上記修繕リストに対応したものを記載すること。

（様式Ⅶ－Ⅱ）　修繕全体計画　（記載例）

（単位：千円）

	保守・点検項目
	修繕種別
	平成20年度
	平成21年度
	・・・・・・・・
	平成39年度
	小計

	（維持管理業務に要する修繕・更新費）
	
	
	
	
	
	

	建築物及びコンクリート構造物保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	同上小計
	
	
	
	
	
	

	（設備維持管理業務に要する修繕・更新費）
	
	
	
	
	
	

	濃縮設備（汚泥調整池含む）保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	脱水設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	返送水設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	発生土有効利用設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	連絡配管設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	電気計装設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	非常用（常用）電源設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	その他必要となる設備保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	同上小計
	
	
	
	
	
	

	（外構維持管理業務に要する修繕・更新費）
	
	
	
	
	
	

	外構全般保守・点検計画
	大規模修繕
	
	
	
	
	

	同上
	250万円未満一括計上
	
	
	
	
	

	同上小計
	
	
	
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	
	
	


※　必要に応じ表の項目の追加・修正等の加工してください。

（様式Ⅷ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅷ章 発生土有効利用計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅷ-1）　発生土有効利用計画及び有効利用受入先概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







（No.○/○）　

用途　　　　　　　　　
	①発生土有効利用計画
	②受入先概要

	記載事項
	内　　　　　　容
	記載事項
	内　　　　　　容

	 ア　用途
	
	ア　受入先計画
	会社名
	

	イ　受入先の発生土含水率・形態
	含水率
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
	
	
	

	
	形態
	有価物・非有価物（産廃）　　※適合しないものを二重取消線で消してください。



	
	
	

	
	
	· 
	
	資料番号
	※紹介資料等の資料番号を記載してください。

	
	
	
	イ　受入先の

実績・市場規模
	実　績
	記載例

平成○年○月より○○県○○局より下水道汚泥を年間○○○○m3受入れセメント原料として有効利用している。

	
	
	
	
	市場規模
	記載例

県内のセメント需要の約○○%を販売している。

	
	処分業の許可
	受入先は　許可書あり・申請中・申請予定

　　※適合しないものを二重取消線で消してください。

資料番号　　　　　　　　　　　（許可書ありの場合のみ記載）
	
	
	

	
	
	
	ウ　加工工程
	

	
	
	
	
	

	ウ　発生土が有価発生土として納品、又は非有価発生土として中間処理施設に運搬される経路
	記載例
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	エ　加工に必要な

主要設備
	

	
	
	
	

	エ　受入可能量

（単位：t-ds）

※平成20年度分を記載する。
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	


※右上には受入先毎にNo.、用途を記載すること。

※受入先１個所につき１ページ
（様式Ⅷ－2）受入表明書
記載例

　代表企業名　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受入会社名　　　　　　　印　　　
受　入　表　明　書

　　大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業の実施に伴い、大久保浄水場排水処理施設より搬出される発生土を受け入れることを表明します。

　　　　　　　受入量　　　　　　　　　　　　　　　　　t-ds/年

　　　　　　　受入条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　有効利用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　


（様式Ⅷ-3）発生土搬出計画書

	
	含水率

（％）
	単位
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計

	固形物発生量
	－
	t-ds/月


	844
	803
	859
	1,409
	2,078
	2,431
	2,377
	1,407
	913
	867
	624
	661
	15,272

	（有効利用量）

発生土搬出量
	有価利用
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	（A）有価利用量　　年合計値（t-wet／年）
	

	
	非有価利用
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	No．　　　用途　　　　
（有効利用先名）
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	t-wet/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	－
	（B）非有価利用量　　年合計値（t-wet／年）
	

	場内保管量
	－
	t-ds/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	0
	―

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	有価及び非有価利用料の年合計値（t-wet／年）：（A）+（B）
	


※３月には保管量が全て無くなる計画とすること。

※様式Ⅷ-1の右肩２行目のNO.　及び用途を記載すること。

※A4版1ページ以内に記載してください｡

（様式Ⅸ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅸ章 その他計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式Ⅸ-3）エネルギー使用量計画
エネルギー使用量計算書


	
	単位
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	年間合計
	備考

	1
	電力使用量
	kWh/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	ガス使用量
	Nm3/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	軽油使用量
	kL/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	その他使用量（　　　　　）
	/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	その他使用量（　　　　　）
	/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	MJ/月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※その他使用量が複数ある場合は、表を加工して記載してください。

※Ａ４版１ページ以内に記載してください。



（様式Ⅸ-4）二酸化炭素排出計画

二酸化炭素排出量計算書


※その他排出量が複数ある場合は、表を加工して記載してください。

※Ａ４版１ページ以内に記載してください。



（様式Ⅸ-5）窒素酸化物排出計画
窒素酸化物排出量計算書


※その他排出量が複数ある場合は、表を加工して記載してください。

※Ａ４版１ページ以内に記載してください。



(様式Ⅸ-6)

①関係法令リスト（適用時期）

	関係法令
	適　　　用
	関係法令
	適　　　　用

	
	建設時
	運営時
	
	建設時
	運営時

	建築基準法
	
	
	各種の建築関係資格法・業法
	
	

	都市計画法
	
	
	労働安全衛生法
	
	

	消防法
	
	
	建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）
	
	

	水道法
	
	
	資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）
	
	

	工業用水道事業法
	
	
	エネルギーの利用の合理化に関する法律（省エネルギー法）
	
	

	水質汚濁防止法
	
	
	浄化槽法
	
	

	廃棄物の処理及び清掃に関する法律
	
	
	さいたま市環境影響評価条例
	
	

	大気汚染防止法
	
	
	埼玉県環境影響評価条例　
	
	

	騒音規制法
	
	
	埼玉県生活環境保全条例
	
	

	振動規制法
	
	
	ふるさと埼玉の緑を守る条例
	
	

	悪臭防止法
	
	
	その他関連法令・施行規則等
	
	

	電気事業法
	
	
	
	
	


※上記表の項目については必要に応じ追加、加工してください。

②有資格者の配置計画

	根拠法令
	有資格者

	
	資格名称
	配属先（SPC・維持管理運営会社等）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※ A4版2ページ以内に記載してください。

※上記表の項目については必要に応じ追加、加工してください。

（様式Ⅹ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第Ⅹ章 施工計画編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式ⅩⅠ）

大久保浄水場排水処理施設等整備・運営事業
技術提案に関する全体概要書
（第ⅩⅠ章 添付資料編）

平成　　年　　月　　日

入札参加者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１　提案に係るすべての書類のページ右下に、企業局から送付された一般競争入札参加資格確認通知書に記入されている受付番号を付すこと。
※２　指定がある場合を除き、原則Ａ４判２枚以内で分かりやすく簡潔に記述すること。ただし、添付書類は枚数に数えない。

（様式ⅩⅠ-1）添付資料一覧
添付資料リスト

	資料番号
	該当様式No.
	資　料　名　称
	枚　　数
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発生土を有効利用先に販売する場合でも、当該販売代金を超える運搬費をPFI事業者が負担している場合には、廃掃法上、産業廃棄物の処理委託という取扱いになりますので留意してください。





大久保浄水場


排水処理施設





○○県○○市





○○県○○市

















ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　○○t


L=○○km





排水処理場内貯留ﾎｯﾊﾟｰ











中間処理工場











再生工場





ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ○○t


L=○○km





（施設名称等は表記番号で記載する。）





受付番号：

















受付番号：





受付番号：





受付番号：





受付番号：





受付番号：
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案 (040317)

				基本運転計画書　フォーマット案

				大項目		項目		単位		４月		５月		６月		７月		８月		９月		１０月		１１月		１２月		１月		２月		３月		合計

				設計値		日数		日		30		31		30		31		31		30		31		30		31		31		28		31		365

						発生土固形物量		t-ds/日		844		803		859		1,409		2,078		2,431		2,377		1,407		913		867		624		661		15,272

								％		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0

						受泥量（汚泥調整池への受入）

						受泥量（濃縮槽への受入）

						汚泥調整池汚泥引抜濃度		％

						濃縮槽汚泥引抜濃度		％

						月間発生固形物量		t-ds/月

				脱水		脱水機運転日数		日/月

						脱水機運転時間		h/日

						脱水機運転台数		台/日

						運転脱水機総ろ過面積

						脱水機打込汚泥濃度		％

						脱水機打込汚泥量

						脱水機打込温度		℃

						ろ過速度

						脱水ケーキ含水率		％

						加温脱水必要熱量		MJ/日

						加温脱水向けボイラ燃料使用量

						脱水ケーキ発生量（wetベース）		t-wet/日

						脱水ケーキ発生量（dryベース）		t-ds/日

						月間脱水処理固形物量		t-ds/月

				乾燥		乾燥機運転日数		日/月

				（提案）		乾燥機運転時間		h/日

						乾燥機運転台数		台/日

						運転乾燥機総伝熱面積

						乾燥機処理ケーキ量（wetベース）		t-wet/日

						乾燥機処理ケーキ量（dryベース）		t-ds/日

						蒸発速度

						乾燥ケーキ含水率		％

						蒸発水分量

						乾燥機必要熱量		MJ/日

						乾燥向けボイラ燃料使用量

						乾燥ケーキ発生量（wetベース）		t-wet/日

						乾燥ケーキ発生量（dryベース）		t-ds/日

						月間乾燥処理固形物量		t-ds/月

				常用発電		発電機運転日数		日/月

				（提案）		発電機運転時間		h/日

						発電機運転台数		台/日

						運転発電機総発電容量		KVA

						発電電力量		kWh/日

						発電機燃料使用量

						発生蒸気熱量		MJ/日

						発生温水熱量		MJ/日

						※1　汚泥池からの汚泥濃度は1.00％と設定して本シミュレーションを行うこととする。

						※2　エネルギー換算係数は様式Ⅸ-3を参照のこと。





案

		基本運転計画書　フォーマット案

		大項目		項目		単位		４月		５月		６月		７月		８月		９月		１０月		１１月		１２月		１月		２月		３月		合計

		設計値		日数		日		30		31		30		31		31		30		31		30		31		31		28		31		365

				発生土固形物量		t-ds/日		844		803		859		1,409		2,078		2,431		2,377		1,407		913		867		624		661		15,272

				受泥量（汚泥調整池への受入）

				汚泥調整池汚泥引抜濃度		％

				濃縮槽汚泥引抜濃度		％

				沈砂池発生砂固形物量		t-ds/日

				沈砂池発生砂含水率		％

				月間発生固形物量		t-ds/月

		脱水		脱水機運転日数		日/月

				脱水機運転時間		h/日

				脱水機運転台数		台/日

				運転脱水機総ろ過面積

				脱水機打込汚泥濃度		％

				脱水機打込汚泥量

				脱水機打込温度		℃

				ろ過速度

				脱水ケーキ含水率		％

				加温脱水必要熱量		MJ/日

				加温脱水向けボイラ燃料使用量

				脱水ケーキ発生量（wetベース）		t-wet/日

				脱水ケーキ発生量（dryベース）		t-ds/日

				月間脱水処理固形物量		t-ds/月

		乾燥		乾燥機運転日数		日/月

				乾燥機運転時間		h/日

				乾燥機運転台数		台/日

				運転乾燥機総伝熱面積

				乾燥機処理ケーキ量（wetベース）		t-wet/日

				乾燥機処理ケーキ量（dryベース）		t-ds/日

				蒸発速度

				乾燥ケーキ含水率		％

				蒸発水分量

				乾燥機必要熱量		MJ/日

				乾燥向けボイラ燃料使用量

				乾燥ケーキ発生量（wetベース）		t-wet/日

				乾燥ケーキ発生量（dryベース）		t-ds/日

				月間乾燥処理固形物量		t-ds/月

		常用発電		発電機運転日数		日/月

				発電機運転時間		h/日

				発電機運転台数		台/日

				運転発電機総発電容量		KVA

				発電電力量		kWh/日

				送電電力量		kWh/日

				発電機燃料使用量

				発生蒸気熱量		MJ/日

				発生温水熱量		MJ/日
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フロー

				水収支フロー

				上水				⑪

				工水				⑩

																②																脱水ケーキ

								汚泥池						汚泥調整池				　③		濃縮槽				⑤		脱水機室		管理室				ケーキヤード

												①

																		　　　④

								西部系取水ポンプ井				⑥														　　⑧				⑫		場外排水

																				⑦

								沈砂池取水ポンプ井				⑨														水処理設備

								【各水量】

										①汚泥調整池受泥量												⑨返送水量(⑥+⑦)

										②濃縮槽受泥量												⑩工水使用量(ポンプシール水,スクラバー冷却水、ろ布洗浄水、雑用水・・・)

										③汚泥調整池汚泥引抜量												⑪上水使用量(衛生用水)

										④汚泥調整池汚泥引抜量												⑫生活排水量

										⑤濃縮槽汚泥引抜量

										⑥汚泥調整池上澄水量(①-③-④)

										⑦濃縮槽上澄水量(②+③-⑤)

										⑧脱水機棟排水量(脱水ろ液,ろ布洗浄排水,スクラバー排水・・・・)





収支計算

		水収支計算書

		番号		項目				4月		5月		6月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月

		①		受泥量

		②		汚泥調整池引抜量

		③		濃縮槽引抜量

		④		汚泥調整池上澄水量(①-②)

		⑤		濃縮槽上澄水量(②-③)

		⑥		脱水機棟排水量(脱水ろ液,ろ布洗浄排水,スクラバー排水・・・・)

		⑦		返送水量(⑤+⑥)

		⑧		工水使用量(ポンプシール水,スクラバー冷却水、ろ布洗浄水、雑用水・・・)

		⑨		上水使用量(棟内上水)

		＊ケース１　　通常時　１５，２００ｔ－ｄｓ/年

		＊ケース２　　最大時　２３，０００ｔ－ｄｓ/年
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